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序章 

第１節 はじめに 
宮崎大学地域資源創成学部、紀要第 4 巻号の寄稿にあたり、主に1紀要第 2 巻号以後の

一般社団法人日本トーゴ友好協会（以下、日本トーゴ友好協会）の 2 年余りの活動を纏め

た。日本トーゴ友好協会は、2011 年 11 月 11 日に発足して以来、細々と活動を続けてき

た。日本の皆様に、アフリカ・トーゴ共和国2の魅力を知ってもらう目的で、トーゴ共和

国でのインターンシップを経験者した学生たちと教育機関や公共機関での講演会などのイ

ベントなどの活動を中心に行ってきた。 

2015 年から日本トーゴ友好協会会長である筆者が宮崎大学地域資源創成学部で教鞭を

執っているため、日本トーゴ友好協会の拠点を兵庫県から所属の宮崎大学地域資源創成学

部金岡研究室内に移し、2019 年 5 月 22 日に一般社団法人となった。これまで、2020 東京

オリンピック・パラリンピック競技大会の宮崎県日向市・トーゴ共和国間ホストタウン登

録を契機に、様々な事業に取り組んできた。 

本文では、主に日向市におけるトーゴ共和国との国際交流・国際協力・国際教育の３

分野での取り組みの変遷について記録した。 

第２節 日本トーゴ友好協会について 

1. 設立の目的 

日本に馴染みのない西アフリカのトーゴ共和国の魅力を日本国民に広報すると同時

に、トーゴ共和国での支援活動を行う。 

2. 日本トーゴ友好協会の理念 

当協会は、トーゴ共和国の魅力を自然、人々の暮らし、歴史、文化、民族などを通じ

て、より多くの日本国民に発信し、親しみを持ってもらえるように広報活動を行うことを

目的として活動している。 

トーゴ共和国は西アフリカに位置し、日本人にとっては遠いイメージがある。しか

し、国民性は明るく、平和な国で、コーヒーやカカオ、綿花などの農産物や、リン鉱石な

どの天然資源にも恵まれているなど、限りない可能性と魅力を備えた国である。多くの日

本人に「アフリカの笑顔」と呼ばれるトーゴ共和国の魅力を発信していくことが、当協会

の使命である。 

また、トーゴ共和国は後発開発途上国（Least developed country、略語：LDC）であ

るため、社会基盤としてのインフラ整備の必要性が急務である。そこで、日本トーゴ友好

協会としても、ドナーを募り安全な水の供給や図書の寄贈などの支援活動を行っている。 

3. 設立の動機 

日本トーゴ友好協会は、駐日トーゴ共和国大使館スティーブ・ボジョナ（Steve 

Bodjona）臨時代理大使（以下、ボジョナ前大使）（当時）の提案により 2011 年 11 月に設

立された。当協会設立者兼会長の筆者とトーゴ共和国との出会いは、かねてより親交のあ

った津田祐可子氏が駐日トーゴ共和国大使館の秘書として採用されたことがきっかけであ

る。筆者は、国際ロータリークラブ3でロータリー財団国際親善奨学生である津田氏のカ

ウンセラーであった。津田氏の紹介により筆者とボジョナ前大使の間に交流が生まれ、日

本トーゴ友好協会を設立する運びとなった。  

 
1 2019 年度紀要第 2 巻号、金岡保之著、テーマ：「アフリカ・トーゴ共和国における国際協力・支援につ

いて 〜日本トーゴ友好協会の活動報告〜」 

2 トーゴ共和国（トーゴきょうわこく、フランス語: République Togolaise）、通称トーゴは、西アフリ

カに位置する共和制国家。東にベナン、北にブルキナファソ、西にガーナと国境を接し、南は大西洋の

ギニア湾に面する。首都はロメ。南部は高温多湿の熱帯性気候。北部はサバナ気候で南部より雨量が少

なく、湿度も低い。 

3 国際ロータリー第 2680 地区 宝塚武庫川ロータリークラブに 2000 年 6 月 1 日に入会。 
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第２章 国際交流 
2017年 7月の日向市との交流のきっかけとなったトーゴ大使館のセダミヌ臨時代理大

使（以下、セダミヌ大使）の宮崎県訪問から 2019 年 12 月の日向市のホストタウン登録を

経て、これまでの交流について整理してまとめた。 

1. 最初の交流（2017年 7月） 

2017年 7月に筆者が JICA本部（東京）の資金提供を得て、筆者の研究テーマである

「地域の国際化」の一環で、セダミヌ大使を宮崎県に初めて招聘した。セダミヌ大使は

宮崎大学を訪問し、池ノ上克学長の表敬訪問や筆者の担当授業の「グローカル・コミュ

ニケーション」の授業にゲストスピーカーとして参加し、学生にトーゴ共和国の魅力な

どの紹介をした。その後、日南市、門川町、日向市を訪問した。日向市では、トーゴと

語感が似ている旧東郷町にある坪谷小学校の児童による牧水詩歌熱唱を通じて日本文化

の交流を行なった。十屋幸平市長の表敬訪問の市長室で、セダミヌ大使は日向市の伝統

舞踊である「ひょっとこ踊り」を十屋幸平市長と一緒に踊るなどして交流を深めた（図

１）。 

2. 日向市のトーゴ共和国・ホストタウン登録（2018年 12 月） 

日向市におけるトーゴとの交流を、筆者が研究室のソーシャルメディア等で公開をし

ていたが、当時内閣官房東京オリンピック競技大会・パラリンピック競技大会推進本部

事務局（以下、内閣官房事務局）の担当者が発見し、日向市に対しトーゴのホストタウ

ン登録を提案した。内閣官房事務局より提案を受けた日向市はホストタウンの登録申請

を行い、2018年 12 月 28日付でトーゴを相手国とするホストタウンに登録された。 

3. 女性アスリートモデル事業（2019 年 3月） 

2019 年 3月 6日～10 日、トーゴ共和国から女性アスリート（マラソン五輪候補者）、

音楽パフォーマーや大使館外交官を含むトーゴ訪問団が日向市を訪問し、市民らと交流

を行った。この交流は内閣官房事務局が資金を提供して、地域に共通する課題やノウハ

ウを抽出し、他のホストタウンのモデルとなる事例を提示することや、途上国の女性ア

スリートの参加を促進することを目的として実施された。 

日向市では小学校、高校などの教育機関に訪問し生徒と交流を行い（図 2）、また伝統

工芸家や美々津地区、日向市役所の十屋幸平市長を訪問した。また、元オリンピアンの

谷口浩美宮崎大学教授によるマラソン指導が行われた。翌日、日向市主催の「第 25回

日向ひょっとこマラソン IN日向岬」に女性アスリートのペタ氏がマラソンで市民と交

流した。 

4. ボジョナー前大使の宮崎訪問（2019 年 8月） 

2019 年 8月 9 日〜10 日、筆者は、トーゴからの第７回アフリカ開発会議（TICAD7）

の大統領特使として来日中のボジョナ前大使を宮崎県に招聘した。ボジョナ前大使は宮

崎大学の池ノ上克学長を表敬訪問した。また、ボジョナ前大使は、宮崎大学金岡研究室

ゼミ生（以下、ゼミ生）や留学生と異文化交流を行なった。翌日、日向市の十屋幸平市

長を表敬訪問し、日向市役所、日向駅や日向の観光名所などを視察した。 

5. トーゴ共和国大統領に謁見（2019 年８月） 

2019 年 8月 28日～30 日に東京・横浜で開催された第 7回アフリカ開発会議

（TICAD7）で、フォール・ニャシンベ大統領（以下、ニャシンベ大統領）と十屋幸平市

長、筆者による会談を行なった（図３）。その後、トーゴ訪問団が日向市を訪問し、市

民交流が実施された。 

6. 第 7回アフリカ開発会議サイドイベント（2019 年８月） 

内閣官房事務局主催の「ホストタウンで繋がる日本とアフリカ」で、日向市の任意団

体「橘ひょっとこ踊り保存会」やジャンベ演奏チームの「B-Bross」が、トーゴ共和国

から招聘された音楽パフォーマーのパスカル氏やトーゴ日本友好協会のダケ氏らと共

に、2019 年 8月 28日～30 日の 3日間、会場でパフォーマンスを演じた。 

7. 3者による相互協力協定の締結（2020 年 9 月） 

2020 年 9 月 29 日、日向市役所において日向市・トーゴ大使館・日本トーゴ友好協会
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の 3者による相互協力協定締結式が行われた。十屋幸平市長、セダミヌ臨時代理大使、

筆者が出席し協定に調印した（図４）。協定の連携事項は、「未来へつなげる人材育成に

関すること」「元気で活力のある産業振興に関すること」「笑顔で暮らせる安心なまちづ

くりに関すること」「多文化共生、国際交流のまちづくりに関すること」である。 

本協定を契機に、日向市は日本トーゴ友好協会の賛助会員となり、3年間にわたり日

本トーゴ友好協会に寄付し、トーゴ共和国における国際協力活動を支援する。このよう

に相互協力協定を締結されたことで、日向市・トーゴ大使館・日本トーゴ友好協会の連

携が強化され、日向市はホストタウン受け入れ地方自治体としては珍しく国際協力事業

のフェーズに入った。 

 

 

図１：ひょっとこ踊りによる交流       図２：東郷学園小学校での国際交流 

 

図３：TICAD7 時にニャシンベ大統領との会談 図４：相互協力協定締結式での調印 
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第３章 国際協力 
2020 年 9 月 30 日に、2020 東京オリンピックパラリンピック・ホストタウンでの連携

をさらに強化するための、日向市・駐日トーゴ大使館・一般社団法人日本トーゴ友好協会

との 3者による相互協力協定締結式が行われた。その協力協定に基づいてトーゴ共和国に

おいて国際協力事業を行うことになった。初年度の 2020 年度事業は「安全な水供給」「ト

イレ建設」「図書寄贈」の３事業で、各協力事業を 2020 年 12 月から行っている。 

また、日向市の寄付を元に宮崎アカデミーロータリークラブ（以下、宮崎アカデミー

RC）にも当クラブの会長を務める筆者はクラブから寄付を求め日向市と宮崎アカデミーRC

の共同事業とした。そうすることで、筆者は国際 NPOであるロータリークラブにもトーゴ

の支援の輪が広がると考えたからである。 

第１節 井戸修復・掘削による国際協力 
 日本トーゴ友好協会はこれまで、ロータリークラブなどのドナーから寄付を募り壊れた

井戸の修復を行なってきた。ホストタウン事業に関連する国際協力事業として、１基の井

戸修復を行うとともに、さらにもう１基の井戸掘削を計画している。 

1. アティテコペ村(Attite Kope)井戸修復事業（2020 年 12 月） 

アティテコペ村は、首都ロメから北西へ約 65kmに位置し、人口約 500 人の集落であ

る。 

当村で、現地の連携 NPOの「SDD-Togo（Laurent Dakey 代表）」が、2020 年 12 月から

井戸の修復を行っている。当村の壊れた井戸を修理して、約 500 人の村人に安全な水を供

給する目的。ドナーは宮崎県日向市と宮崎アカデミーロータリークラブ（RI2730 地区）

（図５）。 

2. クタバペ村(Kpadape)井戸掘削事業（2021 年に計画中） 

クタバペ村は、首都ロメの北西約 150km、隣国ガーナ国境近くに位置し、人口約 5,500

人で小学生が約 500 人の集落である。 

支援は、国際ロータリー第 2730 地区（以下、RI2730 地区）の地区補助金を活用した、

宮崎アカデミーRCの単独事業として計画している。現地協力団体は、リテラル、ロメパ

ール（Lome Pearl）・ロータリークラブ (以下、ロメパール RC) 

第２節 トイレ建設による国際協力 
1. アティテコペ村トイレ建設事業（2020 年 12 月） 

アティテコペ村で、SDD-Togoが、2020 年 12 月から井戸の修復を行っている。当村に

新しくトイレを建設して、約 500 人の村人の感染症などのリスクを軽減する。ドナーは宮

崎県日向市と宮崎アカデミーRC（図６） 

第３節 図書寄贈による国際協力 
1. アティテコペ村他 図書寄贈事業（2020 年 12 月） 

(1) ケボジグべ（Kebodzigbe）小学校図書寄贈事業（2020 年 12 月） 

現地の4連携 NPOの「リテラル（ボジョナ前大使代表）」による図書寄贈を行なった。

2020 年 12 月 19 日、クロト県ケボジグべ小学校と他１校に合計 232冊の本を寄贈し

た。ドナーは宮崎県日向市と宮崎アカデミーRC（図７） 

(2) ソトボウア図書館図書寄贈事業（2021 年 1 月） 

リテラルによる図書寄贈を行なった。2021 年 1 月 05 日(火) にソトボウア図書館

（Sotouboua Library）に 144冊の本が寄贈した。ドナーは宮崎県日向市と宮崎アカ

デミーRC 

(3) ガメリリ中学校図書寄贈事業（2021 年 1 月） 

リテラルによる図書寄贈を行なった。2021 年 1 月 9 日 にガメリリ中学校（生徒数約

250 人 CEG Game-Lili）に 118冊の本が寄贈した。ドナーは宮崎県日向市と宮崎アカ

 
4 リテラルは、トーゴ共和国大統領外交顧問で、前駐日トーゴ共和国大使館臨時代理大使のスティー

ブ・ボジョナ（Steve Bodjona）氏が代表を務める NPO 法人 
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デミーRC（図８） 

2. クタバペ村図書寄贈事業（2021 年に計画中） 

クタバペ村には約 500 人の小学生がおり、教育のための教材は不足しており、フラン

ス語で書かれた教科書等の図書は希少である。そこで子供たちの教材としての図書を寄贈

する計画である。 

支援は、RI2730 地区の地区補助金を活用した、宮崎アカデミーRCの単独事業として計

画している。現地協力団体は、リテラル、ロメパール RC。 

第４節 学校建設による国際協力 
クタバペ村には約 500 人の小学生がおり、学びの場である教室が不足している。小学

生が 50 人程度収容できる簡易な教室を建設することで、子供たちの学びの場を提供する

計画である。 

支援は、RI2730 地区の地区補助金を活用した、宮崎アカデミーRCの単独事業として

2021 年に計画している。現地協力団体は、リテラル、ロメパール RC。 

 

 

図５：アティテコペ村井戸修復事業     図６：アティテコペ村トイレ建設事業 

 

 

図７：ケボジグべ小学校図書寄贈事業    図８：ガメリリ中学校図書寄贈事業 
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第４章 国際教育 
筆者は、大学教員であることから、国際交流から国際協力へ事業が広がっていく中、

事業に研究室のゼミ学生や地域の高校生を巻き込むことで、生きた教育になると考えた。

日向市の協力もあり、日向高校や高鍋農業高校と連携して様々な事業を計画して実践し

た。 

高大官連携による国際教育分野の PBL（プロジェクト・ベースト・ラーニング）は、プ

ロジェクトに参加して、実践的に学ぶことができる教育として地域に広がりつつある。そ

して、地域の中学校の5総合学習などの授業にも取り入れたいと依頼があり、現在来年度

の授業に向けて検討を開始している。 

第１節 宮崎大学における国際教育 
1. ゼミ活動 

(1) ヘトウィ村(Hetowui)井戸修復プロジェクト（2019 年 12 月） 

ヘトウィ村は、首都ロメの北西約 60kmに位置し、人口約 460 人の集落である。 

当村で、SDD-Togoが、2019 年 12 月に井戸の修復を行った。当村の壊れた井戸を修

理して、約 460 人の村人に安全な水を供給する目的。ゼミ生はプロジェクトメンター

に加わり、遠隔によるプロジェクトの運営を行なった。プロジェクトに関わった関係

者である日本トーゴ友好協会、宮崎県日向市、宮崎大学金岡研究室の名前が井戸の外

壁に記載された。 

(2) 大学 SDGs ACTION! AWARDS 2020（2020 年 3月）で受賞 

ゼミ生の柳田竜也（当時 3年生）、黒木葵（当時 2 年生）の 2名が「大学 SDGs 

ACTION! AWARDS 2020」（朝日新聞社主催、文部科学省・外務省他後援）の最終選考・

プレゼンテーション大会（東京）で、ファイナリスト賞を受賞した。テーマは、「ア

フリカへの人道支援を通じたグローバル教育の実践 ―トーゴ共和国の井戸修復プロ

ジェクト―」 

2. 各種国際イベント開催・協力 

(1) 女性アスリートモデルプロジェクト（2019 年 3月） 

ゼミ生は、「第１章 国際交流」でも述べたトーゴ訪問団の日向市での活動を記録に

残し ICTを活用し、ソーシャルメディア等で動画や記事を多言語で発信した。また、

トーゴ訪問団が宮崎大学を訪問した際、「異文化交流会」を開催しトーゴと宮崎の双

方の文化などの魅力を交換した。（図９） 

(2) ボジョナ前大使の宮崎訪問 

2019 年 8月 9 日〜8月 10 日、筆者はトーゴ共和国大統領特使（TICAD7）として日

本に滞在中のボジョナ前大使を、宮崎にはじめて招聘した。その後、宮崎大学で金岡

研究室主催の「国際交流セミナー」にボジョナ前大使を招いた。その際、ボジョナ前

大使は池ノ上学長への表敬訪問、ゼミ生による交流会での講演、日向市十屋市長への

表敬訪問や日向市内の視察などを行った。 

(3) ALL Miyazaki スポーツ＆ホストタウンフェスタ 2020 

2020 年 11 月 3日、宮崎県主催イベント「ALL Miyazaki スポーツ＆ホストタウンフ

ェスタ 2020」の日向市のブースに参加し運営協力した。宮崎県日向市がトーゴ共和国

のホストタウンブースを設置し、交流の取組みに関する展示やトーゴ民芸品・楽器の

 
5 総合学習とは、正式名称を総合的な学習の時間と言い、変化の激しい社会に対応して、自ら課題を見

付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てることなどを

ねらいとすることから、思考力・判断力・表現力等が求められる「知識基盤社会」の時代においてます

ます重要な役割を果たすものである。 

 



９ 
 

展示を行い、来場者にホストタウンの活動報告をした。（図１０） 

3. 担当授業での講義 

昨年度より筆者が、担当する授業で機会があるたびに下記の担当授業で本事業につ

いて事例研究の教材として取り入れて6講義した。例えば、「大学教育・専門教育入門

セミナー」「グローカルコミュニケーション」の授業では国際交流や国際協力につい

て、「経営戦略論・特論」や「プロジェクトマネジメント論」では国際 NGOの経営や

運営について、「ICTと地域産業」「ICTの地域活用」では国際 NGOの組織における ICT

の活用法についてなどである。 

第２節 日向高校における国際教育 
1. 高大官連携・異文化理解セミナー 

2020 年 1 月 16日、「高大官連携・日向高校課題型学習 異文化理解セミナー」を宮

崎大学で開催した。日向高校フロンティア科教員・生徒、日向市職員が宮崎大学を訪

問し、ゼミ生や留学生を加えた高大連携授業 日向高校課題型学習「異文化理解セミ

ナー」を実施した。その模様は当日の NHK宮崎のニュースで紹介されたほか、毎日新

聞にも記事として掲載された。 

第３節 高鍋農業高校における国際教育 
1. 2020 年 2 月 28日、「GAP 食材を使ったおもてなしコンテスト」で受賞 

内閣官房事務局主催「GAP 食材を使ったおもてなしコンテスト」にて、高鍋農業高

校・宮崎大学・日本トーゴ友好協会・日向市のトーゴ宮崎県チームが「審査委員特別

賞」を受賞した。 

2. ALL Miyazaki スポーツ＆ホストタウンフェスタ 2019 

2019 年 11 月 3日〜11 月 4 日、宮崎県主催イベント「ALL Miyazaki スポーツ＆ホ

ストタウンフェスタ 2019」の日向市のブースに参加し運営協力した。宮崎県日向市が

トーゴ共和国のホストタウンブースを設置し、交流の取組みに関する展示やトーゴ民

芸品・楽器の展示、交流の様子を写した動画の放映を行った。また、高鍋農業高校が

メニュー開発をした宮崎県産の GAP 食材を使用するトーゴ料理をふるまった。 

3. 出前授業 

2019 年 6月 26日、高鍋農業高校で出前授業を行った。3年生 25名に「ＩＣＴを活

用した宮崎の魅力を国内外に発信する試み 〜門川町と日向市の事例〜」の研究プロ

ジェクトにおいて海外への情報発信の重要性について、ホストタウン事業を事例とし

て講義した。 

 

図９：宮崎大学でトーゴ一行・ゼミ生交流会 図１０： スポーツ＆ホストタウンフェスタ 2020 

 
6 講義した授業は、大学教育入門セミナー、専門教育入門セミナー、企業マネジメント概論、経営戦略

論 1、経営戦略論２、経営戦略特論、ICT と地域産業、ICT の地域活用、グローカルコミュニケーショ

ン、企業マネジメント実践１から３、交流マネジメント概論、プロジェクトマネジメント論 
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第５章 まとめ 
これまで、日本トーゴ友好協会は、国際交流や国際協力を中心に活動してきたが、今

後は県内の教育機関と連携して、国際教育の分野で「異文化理解」や「多文化共生」のテ

ーマについても、さらに活動を加速させていきたいと考える。具体的には、ホストタウン

事業での国際交流や国際協力で得られた知見や成果を、7ケースメソッド教育などの教材

として活用する。ゼミ生が、担当の教員の指導の下に教育教材を作成し、県内の中学や高

校に出向き授業補助などを行う。 

また、生徒・学生がそこで醸成され、自ら発案した国際交流や国際協力分野のアイデ

アを実現するための支援を行う。そうすることによって、国際交流、国際協力、国際教育

が一体となって循環する仕組みが生まれ、地域に国際化の土壌が形成される。このよう

に、日本トーゴ友好協会が、「地域の国際化」の研究を行なっている金岡研究室内に設置

されたことで、研究室と一体となって大学や地域に貢献すると考える。また、今後の取り

組みとして、下記の事業を計画している。 

 

1.  門川中学校の２年生約 150 人の生徒に対して、英語、道徳、徳育、総合学習の４教

科において、ゼミ生が国際教育の教材作成し提供する。また、ゼミ生が授業の中で班

のファシリテーターの役割を果たす予定である。この内容で大学 SDGs ACTION! 

AWARDS 2021 に応募する。 

2. 宮崎アカデミーRC地区補助金事業（計画中） 

宮崎アカデミーRCや RI2730 地区の協力を得て、クパダペ村の「教育支援事業」と

して、村に井戸掘削、トイレ建設、学校建設の事業を行い、村の子供たちの教育環境

を整備する。予算規模は 70万円。 

3. 外務省 ODA草の根事業（計画中） 

トーゴの村の「教育支援事業」として、村に井戸掘削、トイレ建設、学校建設の事

業を行い、村の子供たちの教育環境を整備する。予算規模は１千万円。 

 

上記は、全て具体的な事業として計画され、一部は活動をすでに開始している。来年

もしくは遅くとも再来年には終了する計画である。 

 

  

 
7 ケースメソッド教育とは、「討議用ケース」を用いて行う討議型授業をつなげてカリキュラムを構成し

ていく教育形態の総称 
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資料 
資料１：ホストタウン活動年表 
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資料２：ホストタウン関連の講義・講演履歴一覧表 
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資料３：ホストタウン関連の報道・メディア掲載一覧表 

 


